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分類 書名 著者名 出版社 

007.3 メディア不信 －何が問われているのかー 林 香里 岩波新書 

132.1 アウグスティヌス ―「心」の哲学者― 出村 和彦 岩波新書 

159.8 生と死のことば ー中国の名言を読むー 川合 康三 岩波新書 

188.59 出羽三山 山岳信仰の歴史を歩く 岩鼻 道明 岩波新書 

210.04 日本の歴史を旅する 五味 文彦 岩波新書 

233.07 イギリス現代史 長谷川 貴彦 岩波新書 

304 日本問答 田中優子・松岡正剛 岩波新書 

324.87  日本の無国籍者 井戸 まさえ 岩波新書 

334.453 ルポ不法移民―アメリカ国境を越えた男たちー 田中 研之輔 岩波新書 

336.9 会計学の誕生―複式簿記が変えた世界― 渡邉 泉 岩波新書 

492.31 抗生物質と人間 山本 太郎 岩波新書 

543.5 東電原発裁判―福島原発事故の責任を問うー 添田 孝史 岩波新書 

860.7 60歳からの外国語修行 青山 南 岩波新書 

 治安維持法と共謀罪 内田 博文 岩波新書 

 原子力規制委員会 新藤 宗幸 岩波新書 

 トマス・アクイナス 山本 芳久 岩波新書 

 義経伝説と為朝伝説 原田 信男 岩波新書 

 語る歴史、聞く歴史 大門 正克 岩波新書 

 科学者と軍事研究 池内 了 岩波新書 

289.2 世界史リブレット人５９ ワットとスティーブンソン産業革命の技術者 大野 誠 山川出版 

913.3 中世王朝物語全集１５ 風に紅葉/むぐら  笠間書院 

913.3 中世王朝物語全集１６ 松陰中納言  笠間書院 

913.3 中世王朝物語全集１９ 夜寝覚物語  笠間書院 

914.3 中世王朝物語全集２０ 我が身にたどる姫君（上）  笠間書院 

914.3 中世王朝物語全集２１ 我が身にたどる姫君（下）  笠間書院 

019.5 どんな絵本を読んできた？ 「この絵本が好き！」編集部 平凡社 

019.5 あのとき、この本 「この絵本が好き！」編集部 平凡社 

345.19 富裕層がバレない脱税 佐藤 弘幸 NHK出版新書 

366.21 東大卒貧困ワーカー 中沢 彰吾 新潮新書 

367.2 男尊女子 酒井 順子 集英社 

367.216 大阪のおばちゃんの人生が変わるすごい格言１００ 森 綾 SB クリエイティブ 
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368 ヒトは「いじめ」をやめられない 中野 信子 小学館新書 

369.37 カウンターの向こうの 8月 6日 冨忠 洋次郎 光文社 

379.9 ワンオペ育児 藤田 結子 毎日新聞出版 

493.967 子どもの脳を傷つける親たち 友田 明美 NHK出版新書 

496.12 大学病院の奈落 高梨 ゆき子 講談社 

498.39 その「もの忘れ」スマホ認知症だった 奥村 歩 青春出版社新書 

498.5 
その調理、9割の栄養捨ててます！ 

東京慈恵会医科大学付

属病院栄養部 

世界文化社 

498.54 怖い中国食品、不気味なアメリカ食品 奥野修司・徳山大樹 講談社文庫 

542.067 東芝の悲劇 大鹿 靖明 幻冬舎 

783.47 長友佑都の食事革命 長友 佑都 マガジンハウス 

814 大人の語彙力ノート 齋藤 孝 SB クリエイティブ 

837.8 難しいことはわかりませんが、英語が話せる方法を教

えてください 

スティーブ ソレイシイ 

大橋弘祐 

文響社 

913.6 花咲舞が黙ってない 池井戸 潤 中公文庫 

913.6 三度目の殺人（映画ノベライズ） 是枝裕和・佐野晶 宝島社文庫 

913.6 マスカレードナイト 東野 圭吾 集英社 

913.6 ホワイトラビット 伊坂 幸太郎 新潮社 

913.6 盤上の向日葵 柚月 裕子 中央公論新書 

913.6 アナログ ビートたけし 新潮社 

913.6 宮辻薬東宮 宮部 みゆき他 講談社 

913.6 青春は燃えるゴミではありません 村上 しいこ 講談社 

913.6 こころ  4冊 夏目 漱石 新潮文庫 

913.6 猫が見ていた 湊 かなえ他 文春文庫 

913.6 ババチャリの神様 皆藤 黒助 双葉文庫 

913.6 ゲーム王国 上・下 小川 哲 早川書房 

913.6 マツリカ・マトリョシカ 相沢 沙呼 KADOKAWA 

913.6 キラキラ共和国 小川 糸 幻冬舎 

913.6 ぬばたまおろち、しらたまおろち 白鷺 あおい 創元社文庫 

913.6 僕はロボットごしの君に恋をする 山田 悠介 河出書房新社 

913.6 チュベローズで待っている AGE22 加藤 シゲアキ 扶桑社 

913.6 チュベローズで待っている AGE32 加藤 シゲアキ 扶桑社 

913.6 ふたご 藤崎 彩織（SEKAINOOWARI） 文藝春秋 

914.6 風と共にゆとりぬ 朝井 リョウ 文藝春秋 

916 うちの火星人 5人全員発達障がいの家族を守るための取扱説

明書 
平岡 禎之 

光文社 

916 母さん、ごめん。50代独身男の介護奮闘記 松浦 晋也 日経 BP社 

916 路地の子 上原 善弘 新潮社 



 

本の紹介 
●ふたご  藤崎 彩織（SEKAINO OWARI） 著   文藝春秋    

大切な人を大切にすることが、こんなに苦しいなんて--。 

          彼は私の人生の破壊者であり想造者だった。 

異彩の少年に導かれた少女。その苦悩の先に見つけた確かな光。 

          執筆に 5年の月日を費やした、SEKAI NO OWARI Saoriによる初小説。 

直木賞にノミネートされました！！ 

 

●チュベローズで待っている AGE22・AGE３2    加藤 シゲアキ 著  扶桑社  

「ホスト、やるやんな?」 

就活に惨敗し、自暴自棄になる 22歳の光太の前に現れた、関西弁のホスト・雫。 

翌年のチャンスにかけ、就活浪人を決めた光太は、雫に誘われるままにホストクラブ     

「チュベローズ」の一員となる。 

人並み外れた磁力を持つ雫、新入りなのに続々と指名をモノにしている同僚の亜夢、 

ホストたちから「パパ」と呼ばれる異形のオーナー・水谷。そして光太に深い関心を 

寄せるアラフォーの女性客・美津子。ひとときも同じ形を留めない人間関係のうねりに 

翻弄される光太を、思いがけない悲劇が襲う。 

 

●マスカレードナイト   東野 圭吾 著   集英社 

累計 265万部突破 「マスカレード」シリーズ最新作。 

           若い女性が殺害された不可解な事件。警視庁に届いた一通の密告状。 

           犯人は、コルテシア東京のカウントダウンパーティに姿を現す!?  

あのホテルウーマンと刑事のコンビ、再び。 

 

 

●長友佑都の食事革命   長友 佑都 著  マガジンハウス社 

サッカー日本代表のディフェンダー(DF)で、セリエ Aのインテル・ミラノ所属の長友佑都さん。 

雑誌『ターザン』誌上で、2016年 6月から 1年間にわたり連載した『長友佑都の食事革命』を 

まとめた一冊。連載のほか、二人三脚で「食事革命」に取り組んできたイタリアンのシェフ、 

加藤超也さんとの対談をはじめ、長友選手の最新 1週間メニュー、加藤シェフの特別レシピなど 

盛りたくさん。 
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●大阪のおばちゃんの人生が変わるすごい格言１００   森 綾 著 SBクリエイティブ 

生命力にあふれ、情にあふれ、わが身が大事でその次に人が大事。 

そんな大阪のおばちゃんたちのエネルギッシュなパフォーマンス、コミュニケーション能力こそ、

世界に通ずるダイバーシティ―人間力である。 

そんな彼女たちの生き方を、彼女たちの言葉を取り上げながら学ぶ。 

思わず笑える、ときにほろりとくる、読んだら元気になる一冊。 

 

●うちの火星人 ５人全員発達障がいの家族を守るための“取扱説明書 平岡 禎之 著 光文社 

沖縄在住のコピーライター・平岡禎之さん一家は、妻、長女、長男、次女、次男の家族 5人が発達障がい。 

子どもが学校や職場で起こしてしまうトラブルを、できて当たり前のことがどうしてできない」と叱って 

しまっていた平岡さん。 

障がいが判明したからは“失敗しても叱らない"“子どもの心に寄り添い、気づきをうながし、褒めて伸ばす 

方針を。すると子どもたちの個性が色鮮やかに輝き出して。 

やがて妻は、一般の人と、家族の感覚にあまりに開きがあることから、自分たちの感覚を“特別な個性" 

として、一家で「火星人宣言」をすることに! 

●路地の子   上原 善弘 著   新潮社 

昭和 39年、大阪――「コッテ牛」と呼ばれた突破者、著者の父である上原龍造は「天職」に巡

りあう。一匹狼ながら、部落解放同盟、右翼、共産党、ヤクザと相まみえる日々。 

松原の同和利権を取り巻く時代の波に翻弄されつつ、部落差別の中、逞しく路地を生き抜いた

男の 

壮絶な半生を、息子である著者が描く異色のノンフィクション。 

（過去に生野高校に講演に来られたこともあるそうです。） 

 

 

 

 

 

 

 

最近いたずらが過ぎますぞ！ 

ごみが床に放置されたままになっていたり、消しゴムかす入れが壊されていたり、

掲示物に落書きをしたりという事が見つかりました。また、閲覧室の置物を勝手

に持ち出し、別の場所に放置したままにするなど、いままでにないような稚拙な

いたずらが目立ちます。 

マナーを守って図書館を利用するようにしてください。 

１２／２２（金）まで通常開館 

冬休み期間 １２／２５（月）～１/５（金）閉館しています。  
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